



Boundary Lines between Eastern and Western Food 
Culture at Japan Sea Side of Japan (Part 5) 
Boundary lines on the Basis of Dietary 
Habits of Green Soybean
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〃 ・全道 早生緑 〃 、 子実用
〃 ●〃 吉岡大粒（大振袖） 〃
〃 ・道南、道央 鶴の子 〃
〃 ・全道 中生光黒 〃 、煮豆用
〃 ●〃 奥原1号 〃 、 子実用
〃 ●〃 雪の下 〃
岩手 ・県南 茶豆 枝豆用、 一部味噌用
〃 ・県央 香り豆（早生） 〃 、
〃 ・県南 香り豆（晩生） 〃 、 ずんだ餅用
宮城 ・全県 アナバタ 枝豆用、 ずんだ餅用
山形 ・鶴岡市 小真木だだちゃ 枝豆用
〃 ●　　〃 白山だだちゃ 〃
福島 ・会津山間 会津五葉豆 枝豆用
東京 ・各地 三河島 枝豆用
新潟 ・黒崎町 小平方茶豆（黒崎茶豆） 枝豆用
〃 ・下越 一人娘 〃
〃 ・中越 肴豆（刈羽豆） 〃
〃 ・下越 いうなよ（よなよ） 〃
〃 ・各地 青入道（青とし） 〃 、 青豆として浸し豆
広島 ・広島市近郊 一本草 枝豆用
の関係については今後更に検討を必要とする。このラ
インは，菊の食用4）及び端午の節句の「ちまき」22）につ
いてのサブラインとして，既に報告したものと同一で
ある。
　ライソcは，“じんだ”を成熟大豆でも作るか否かの
日本海側での境界を表す。南側では枝豆のみで“じん
だ”を作る。津軽海峡のラインaは「枝豆・じんだ食
文化圏」の北縁を限るものである。
申しあげます。
　枝豆の生産についてご教示頂いた新潟県作物価格安
定協会，木村敬助氏及びクラスター分析にご協力頂い
た本学，立山千草さんに深謝致します。
　また，本研究をご支援して頂いた財団法人日本食生
活文化財団に深謝致します。
　　　　　　　　　結　　　び
　テーマが大きいため手に余る点が多く，問題は限り
なく続くものと考えられる。多くの方々のご協力を得
て，更に調査・研究を進めて行く予定である。
　本報告をまとめるにあたり，聞き取り調査にご協力
頂きました新潟県西頸城農業改良普及所，山形県鶴岡
農業改良普及所，糸魚川市教育委員会，荘内銀行及び
本支店行員各位，新宮璋一，渋谷歌子，佐藤恵美子，
山川いみ子，斉藤魏，細井顕輝，佐々木博明，板垣七
造，板垣俊一，五十嵐孝哉，佐藤政，菅原照子，小南
一（以上，敬称略），本学食物科卒業生，在学生の皆さ
ん，及びご回答を頂きました多数の方々に厚くお礼を
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図10枝豆の食用
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　図12枝豆の生産（昭和47年）
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